
魅力ある観光地域づくり

観光庁観光地域振興課

資料４



（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（中位推計））

○ 今後、人口減少が進み、2047年には１億人程度となる見通し。
○ 少子高齢化が急速に進行しており、2060年には総人口の約40％が65歳以上になる見通し。
○ それにより、生産年齢人口は現在の2060年には現在の半分近くまで減少。

人口減少・少子高齢化の推移・予測
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15歳未満人口 15歳以上64歳以下人口（生産年齢人口） 65歳以上人口
（人口：千人）

（年）

65歳以上割合

約23％

65歳以上割合

約40％

総人口

約1.28億人

総人口

約8700万人

生産年齢人口

約8200万人
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約4400万人
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総人口（2047年）

約１億人
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定住人口は２０１５年国勢調査 人口速報集計結果（総務省）、定住人口１人当たり年間消費額は２０１５年家計調査（総務省）による。
旅行消費額の訪日外国人旅行は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）より算出、国内旅行は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者はＪＮＴＯ（２０１５年）発表数値、国内旅行者は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者１人１回当たり消費額は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）、国内旅行者（宿泊/日帰り）１人１回当たり消費額は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当たり年間消費額を訪日外国人旅行者又は国内旅行者１人１回当たり消費額で除したもの。 （※観光庁資料）

観光交流人口増大の経済効果（２０１５年）

定住人口１人減少分

減少

外国人旅行者８人分

国内旅行者（宿泊）２５人分

国内旅行者（日帰り）８０人分

又は

又は

拡大

＋

定住人口＝１億２，７１１万人
１人当たり年間消費額＝１２５万円

国内旅行者（宿泊＋日帰り）

うち宿泊 ３億２，１９９万人
うち日帰り ２億９，１７３万人

１人１回当たり消費額
宿泊 ５万０，５２０円
日帰り １万５，７５８円

訪日外国人旅行者

１人１回当たり消費額
１７万６，１６７円

１，９７４万人 ６億０，４７２万人 <延べ人数>

訪日外国人旅行３．５兆円 国内旅行（海外分除く）２０．４兆円

うち宿泊旅行 １５．８兆円
うち日帰り旅行 ４．６兆円

旅行消費額

○定住人口１人当たりの年間消費額（125万円）は、旅行者の消費に換算すると外国

人旅行者8人分、国内旅行者（宿泊）25人分、国内旅行者（日帰り）80人分にあたる。
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2016年の訪日外国人旅行消費額について

○ 2016年の訪日外国人旅行消費額（速報値）は、前年（3兆4,771億円）に比べ7.8％増の3兆7,476億円となり、過去最高となった。

○ 国籍・地域別に旅行消費額をみると、中国が14,754億円（対前年比4.1％増）と最も大きく、全体の約4割を占めている。次いで、台

湾5,245億円（同0.7％増）、韓国3,578億円（同18.9％増）、香港2,947億円（同12.2％増）、米国2,130億円（同17.4％）の順と

なっており、これら上位5カ国で旅行消費額全体の76.5％を占めている。

旅行消費額と訪日外客数の推移

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局(JNTO)

国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額と構成比

8,135 
10,846 

14,167 

20,278 

34,771 

37,476 
（速報）
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旅行消費額（←左目盛） 訪日外国人旅行者数（右目盛→）

（億円） （万人）

注）2015年までは確報値。2016年は速報値につき今後数値が更新される可能性がある。

中国

14,754 億円

39.4%

台湾

5,245億円

14.0%

韓国

3,578億円

9.5%

香港

2,947億円

7.9%

米国

2,130億円

5.7%タイ

1,150億円

3.1%

オーストラリア

1,099億円

2.9%

シンガポール

591億円

1.6%

英国

532億円

1.4%

マレーシア

522億円

1.4%

フランス

479億円

1.3%

ベトナム

435億円

1.2%

カナダ

423億円

1.1%

フィリピン

390億円

1.0%

インドネシア

370億円

1.0% ドイツ

313億円

0.8%

イタリア

236億円

0.6%

スペイン

206億円

0.5%

インド

178億円

0.5%

ロシア

105億円

0.3%

その他
1,794
億円

4.8%

2016年

訪日外国人
旅行消費額

（速報）

3兆7,476億円
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出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」



三大都市圏と地方部における外国人延べ宿泊者数

4
※）三大都市圏とは、「東京、神奈川、千葉、埼玉、愛知、大阪、京都、兵庫」の８都府県を

いう。地方部とは、三大都市圏以外の道県をいう。

2,907 

4,118 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

平成26年 平成27年

三大都市圏

+41.6%

1,575 

2,519 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成26年 平成27年

地方部

+59.9%

（単位：万人泊）
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新潟県
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石川県
長崎県

鹿児島県
山梨県
大分県
熊本県
岩手県
山形県
岐阜県
茨城県
岡山県
滋賀県
青森県
山口県

和歌山県
埼玉県
福井県
香川県
富山県
愛媛県
宮崎県
秋田県
島根県
鳥取県
佐賀県
高知県
奈良県
徳島県

外国人延べ宿泊者数日本人延べ宿泊者数

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注1：「外国人」とは、日本国内に住所を有しないものをいう。

（単位：万人泊）

平成27年日本人延べ宿泊者数
4億3,846万人泊

平成27年外国人延べ宿泊者数
6,561万人泊

（単位：万人泊）

都道府県別日本人・外国人延べ宿泊者数(2015年（平成27年））
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（ ）

広域観光周遊ルート形成計画（全国11地域）：訪日外国人の地方誘客（１週間程度以上）

えん

①「アジアの宝 悠久の自然美への道
ひがし 北・海・道」

（「プライムロード ひがし北・海・道」推進協議会）

②「日本の奥の院・東北探訪ルート」
（東北観光推進機構）

③「昇龍道」
（中部（東海・北陸・信州）広域観光推進協議会）

④「美の伝説」
（関西広域連合、関西経済連合会、関西地域振興財団）

⑤「せとうち・海の道」
（せとうち観光推進機構、

瀬戸内観光ルート誘客促進協議会）

⑥「スピリチュアルな島～四国遍路～」
（四国ツーリズム創造機構）

⑦「温泉アイランド九州 広域観光周遊ルート」
（九州観光推進機構）

平成27年6月12日大臣認定

⑧「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」
（きた北海道広域観光周遊ルート推進協議会）

⑨広域関東周遊ルート「東京圏大回廊 」
関東観光広域連携事業推進協議会）

⑩「縁の道～山陰～」
（山陰インバウンド機構）

⑪「Be. Okinawa 琉球列島周遊ルート」
（Be. Okinawa 琉球列島周遊ルート形成推進協議会）

平成28年6月14日追加認定

②

③

④

①

⑧

⑤

⑥
⑦

⑩

⑪
⑨

凡例

モデルコース（平成２７年認定ルート）

主要広域観光ルート（平成２８年認定ルート）

骨太な観光導線（平成２７年認定ルート）

（ ）

•マーケティング調査
•計画策定
•観光資源の磨き上げ
•受入環境整備
•海外プロモーション
•広域周遊ツアー企画
など
↑
国の支援

各ルートでの取組例
H29予算案 ：1,612百万円

（0.98倍）

H28当初予算：1,640百万円
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59.2%16.0%
15.6%

9.2%

香港

道東

台湾

76.5%

2.8%

10.0%

10.7%

80.8%

4.0%
12.2%

3.0%

【アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし 北・海・道】 Explore the Wonderland in summer
【対象市場】
最重点市場：台湾

重点市場：香港、タイ
その他市場：欧州、オーストラリア、中国

【対象市場の設定理由】

【コンセプトを体現する主たる観光資源】

①ファーム富田
（中富良野町）

５ヘクタールの
広大な芝の大地

②四季彩の丘（美瑛町）

丘陵を埋め尽くす
色とりどりの花々

③十勝千年の森
（清水町）

霧に包まれた
朝焼けに染まる湖

知床岬をバックに
クジラ・イルカに会う

⑧ホエールウォッチング
（羅臼町）④芝桜（大空町東藻琴）

山肌一面が
ピンクに染まる

⑤メルヘンの丘
（女満別町）

広大な大地と空
地平線まで続く

⑥釧路川カヌー体験
（標茶町など）

手つかずの自然
湿原の息吹

【モデルコース名】
Ｅｘｐｌｏｒｅ ｔｈｅ Ｗｏｎｄｅｒｌａｎｄ ｉｎ ｓｕｍｍｅｒ

［重点市場 香港、タイ］
• 香港は道内での道東宿泊シェアが10%を越えており、道東の自然の認知度が高い。

個別手配、個人向けパッケージ商品利用者（FIT）率も高く（75.2%）、交通利便性の改善
等により更なる集客が期待できる。

• タイは北海道が来訪県３位であり、千歳便が毎日運航されているが、現時点の道東シェアはわずか
（3%）。個別手配、個人向けパッケージ商品利用者（FIT）率も高く（66.2%）、潜在的な伸びしろを期待
できる市場である。

• 本重点市場に訴求する夏の観光資源は、両市場とも芝桜やラベンダーなど花をテーマにした施設であ
る。（JNTO資料より）

［最重点市場 台湾］
• 北海道において約31%と圧倒的な母数を確保しているばかりか、道東道北においてもシェア１位の最大の

来訪国。
• 未だ団体旅行が44.4%で、その後の個人旅行への進化は停滞気味。
• ２次交通整備を進める中で、FIT化の促進、リピーターの増を目指し20～30代女性層を主ターゲットとし事業

を展開。
• 本市場に訴求する夏の観光資源は、芝桜やチューリップなど花をテーマにした施設である。（JNTO資料より）

【コンセプト】

ガーデン街道から世界自然遺産知床と４つの国立公
園をゆく大自然満喫

十勝川温泉

（足寄）

阿寒湖温泉

ウトロ温泉網走湖温泉

層雲峡温泉

（網走）

（上川）

（旭川）

（羅臼）

（富良野）

（札幌）

新千歳空港

（阿寒・摩周）
ＪＲ

ＪＲ ＪＲ （斜里）

ＪＲ

⑦摩周湖（弟子屈町）

紫一色のラベンダー
畑に癒やされる

（３種の旅程のうちプラン１を掲載）

台湾

31%

中国

22%
韓国

13%

タイ

8%

香港

8%

その他

18%

訪日外国人来道者数（平成２６年度）
出典：北海道観光入込客数調査報告書

４７２，７００
人

340,000人
201,100人

128,300人

120,200人

279,000人

台湾・香港・タイ
訪日観光客の旅行手配方法

（出典：ＪＮＴＯデータブック２０１５）

台湾 香港 タイ

個別手配 37.6% 44.9% 60.0%

個人向け
パッケージ商品

18.0% 30.3% 6.2%

団体ツアー 44.4% 24.7% 33.8%

道央

道南
道央

道北
道南

台湾・香港・タイ 北海道内エリア別延宿泊者数(H26年度）
（出典：北海道観光入込客数調査報告書）

道北

道央

道北

道南

道東

タイ

道東

中国
14%

韓国
3%

台湾
45%

香港
17%

シンガポール
7%

マレーシア
3%

タイ
3%

その他
8%

道東地域における外国人国別宿泊人数
出典：北海道観光入込客数調査報告書

北
海
道

札
幌

函
館

帯
広
／
十
勝

ニ
セ
コ

知
床

釧
路
／
阿
寒

韓国 54 62 13 2 2 1 3
中国 74 52 18 10 14 12 7
台湾 81 70 51 15 4 8 16
香港 75 65 41 15 5 14 13
タイ 65 48 11 4 4 3 4
シンガポール 63 41 13 3 4 4 4
マレーシア 63 25 6 2 5 3 3
インドネシア 46 28 3 4 2 3 2
８カ国全体 65 49 20 7 5 6 6

北海道の観光地の認知度
（出典：日本政策投資銀行2014調査）

単位：％

40,792人

8,889人

131,582人

49,718人

18,684人

7,577人

8,215人 24,256人

※JNTO資料：JNTO旅行誘致ハンドブック2013（アジア６市場編）

ひがしもこと
しべ ちゃ

モデルコースの例
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【旅程（プラン３）】
（特徴 地方空港（旭川空港）ｉｎｏｕｔルート）

１日目

旭川空港 富良野(風のガーデン・ニングルテラス)       富良野(泊)
２日目

富良野 富良野駅=(JR)=ファーム富田=(JR)=上富良野駅 美瑛(四
季彩の丘) 旭川動物園又は上野ファーム 層雲峡 温根湯温泉(
泊)
３日目

温根湯(朝の畑散歩・北の大地の水族館) 北見 網走 市内循環

バス(オホーツク流氷館・博物館網走監獄) 網走湖畔温泉(泊)
※網走での昼食：回転寿司など

４日目

網走 ウトロ 知床五湖散歩 ウトロ港~(ベアウオッチングクル
ーズ)~ウトロ温泉(泊)
５日目

ウトロ 知床斜里駅=(JR)=摩周駅 摩周湖第一展望台 摩周駅

=(JR)=釧路湿原(車窓)=(JR)=釧路駅…幣舞橋…釧路(泊)
夕食は炉端焼

※弟子屈エコバスを活用し摩周湖、屈斜路湖などを楽しみ川湯温泉泊

し翌日に釧路川カヌーを屈斜路湖で体験し、JRで一気に釧路経由帯広
に向かう事は可能

６日目

釧路 釧路川カヌー体験 釧路…和商市場（勝手丼）…釧路駅
=(JR)=帯広 帯広スイーツめぐり 帯広市内(泊) ※北の屋台など

７日目

帯広地域ガーデン街道めぐり(紫竹ガーデン・十勝ヒルズ) 帯広

旭川空港

【旅程（プラン１）】
（特徴 新千歳から先に十勝に入り阿寒を経由）

１日目

【新千歳空港 富良野(風のガーデン・ファーム冨田)】 狩勝

峠 十勝千年の森 十勝川温泉(泊)
２日目

十勝川温泉 帯広 (真鍋庭園・紫竹ガーデン) (市内スイ
ーツめぐり) 帯広 足寄 阿寒湖温泉(泊)
※夕食後アイヌコタンとイコロシアター

３日目

朝の森散歩阿寒湖 オンネトー 阿寒湖 (阿寒横断道路
・双岳台) 摩周駅 摩周湖(第一展望台) 斜里 オシン

コシンの滝 ウトロ温泉(泊)
４日目

ウトロ 知床峠 羅臼(ホエールウオッチングクルーズ) ウ

トロ～ (ベアウオッチングクルーズ) ～ウトロ温泉 (泊) 夜の

大自然号

５日目

ウトロ 知床五湖(地上遊歩道散歩) ウトロ 知床斜里駅

=(JR)=網走 市内循環バス(天都山・オホーツク流氷館) 網

走湖温泉(泊) ※網走での昼食：回転寿司など

６日目

網走 東藻琴(芝桜公園) 網走（又は循環バスで博物館網走

監獄） 網走駅=(JR)=上川駅 層雲峡温泉(泊)
又は メルヘンの丘 温根湯(北の大地の水族館) 銀河流星

の滝 層雲峡温泉(泊) 大雪山ミュージアム ※5月は東藻琴
芝桜見学

７日目

黒岳ロープウエイ 層雲峡 旭川 旭山動物園 旭川駅

=(JR)=札幌
※9月中~下旬は旭山動物園の代わりに旭川 旭岳ロープウエ

イ（３段紅葉絵巻)  【旭川駅=(JR)=札幌】

【広域観光周遊ルート名】モデルコース名（１）
【旅程（プラン２）】
（特徴 新千歳から先に富良野に入り釧路を経由）

１日目

【新千歳空港 富良野(風のガーデン・ニングルテラス)】 富

良野(泊)
２日目

富良野 富良野駅=(JR)=ファーム富田=(JR)=上富良野駅 美

瑛(四季彩の丘) 旭川動物園又は上野ファーム 層雲峡 温

根湯温泉(泊)
３日目

温根湯(朝の畑散歩・北の大地の水族館)   北見 網走 市

内循環バス(オホーツク流氷館・博物館網走監獄) 網走湖畔温

泉(泊) ※網走での昼食：回転寿司など

４日目

網走 ウトロ 知床五湖散歩 ウトロ港~(ベアウオッチング
クルーズ)~ウトロ温泉(泊)
５日目

ウトロ 知床斜里駅=(JR)=摩周駅 摩周湖第一展望台 摩

周駅=(JR)=釧路湿原(車窓)=(JR)=釧路駅…幣舞橋…釧路(泊)
※夕食は炉端焼

※弟子屈エコバスを活用し摩周湖、屈斜路湖などを楽しみ川湯温

泉泊し翌日に釧路川カヌーを屈斜路湖で体験し、JRで一気に釧
路経由帯広に向かう事は可能

６日目

釧路 釧路川カヌー体験 釧路…和商市場（勝手丼）…釧路
駅=(JR)=帯広 帯広スイーツめぐり

帯広市内(泊) ※北の屋台など

７日目

帯広地域ガーデン街道めぐり(紫竹ガーデン・十勝ヒルズ) 【帯

広=(JR)=札幌】

バスは JRは=(ＪＲ) =
【（斜体）】内：道東エリア以外を含む旅程

【アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし 北・海・道】 Explore the Wonderland in summer

2h 1h30min

1h05min 45min

30min 30min

20min

20min

1h40min 1h45min

30min

30min

25min

35min 15min

25min

20min

20min

25min

50min

20min 20min 45min

42min

5min

5min

1h30min 1h

10min

(7min)

30min

2h

1h20min

1h20min

1h25min

1h55min

50min 50(+9)min

3h06min

1h37min 40min 40min

1h25min

0～10min

10～20min
14min

20min

55～75min

2h20min～
2h40min

1h10min

46min 1h20min 9～11min

5min

1h45min 45min 45min

1h 1h21min

20min

1h24min

20min 20min

53min

2h54min

1h32min

2h 0～10min

10～20min

20min

55～75min 1h10min

46min 1h20min 9～11min

45min 45min

1h 1h21min 20min

20min

1h24min

20min

53min 2h54min

1h32min

14min

2h20min～
2h40min

5min

1h45min

20min

20min

モデルコースの例
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専門家派遣事業について

訪日外国人旅行者の地方誘客に向けて、広域観光周遊ルートの一層の磨き上げを図るため、専門家が、これまで地域内部では気付かれ
ていなかった魅力・課題の発見及び施策の提案等の助言を行うとともに、地域の関係者のスキル向上を支援し、地域の取組を促進する。
また、併せて、これによる成功事例の創出及び全国の他地域への横展開を図る。

（１）目的

１．広域観光周遊ルート形成促進事業の実施主体等※から専門家（もしくは分野）と時期の要望書を提出
２．観光庁（受託業者）は、要望に基づき、専門家との調整を実施
３．調整が整えば、専門家を現地へ派遣、助言の実施
４．専門家の助言をもとに、実施主体等から今後の取組計画を提出

※地方自治体の場合は、実施主体を通して要望

（２）スキーム

１．観光資源の魅力向上
２．観光に関連する分野（景観、文化財 等）
３．マーケティング
４．プロモーション
５．外国人受入環境の整備
６．地域の取組み体制（人材育成、ＫＰＩの設定、ＰＤＣＡの充実 等）
７．その他

（３）専門家派遣の分野

広域観光周遊ルートの形成に積極的に取り組む地域

なお、以下の地域については特に配慮
○災害被災地

・東北地方、九州地方 等
○観光立国ショーケース選定３市

・釧路市、金沢市、長崎市

（４）派遣地域

（５）専門家への支払い

派遣された専門家には、謝金・旅費を規定の範囲内で実費を支給
○謝金

「謝金の標準支払基準」（平成27年3月6日各府省等申合せ）
の規定を参考に設定

○旅費（交通費・宿泊費・日当）
「国家公務員等の旅費に関する法律」の規定を参考に設定
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「海風の国」
佐世保・小値賀観光圏
（長崎県：佐世保市、小値賀町）

２６年度認定（４地域）
富良野・美瑛観光圏
（北海道：富良野市、美瑛町、上富良野町、
中富良野町、南富良野町、占冠村）

雪国観光圏
（新潟県：魚沼市、南魚沼市、湯沢町、十日町市、
津南町、群馬県：みなかみ町、長野県：栄村）

阿蘇くじゅう観光圏
（熊本県：阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、西原村、南阿蘇村、山都町、

大分県：竹田市、宮崎県：高千穂町）

八ヶ岳観光圏
（山梨県：北杜市、長野県：富士見町、原村）

にし阿波～剣山・吉野川観光圏（徳島県：美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町）

観光圏の認定地域（１３地域） ：国内外の観光客の滞在促進（２泊３日以上）

ニセコ観光圏
（北海道：蘭越町、ニセコ町、倶知安町）

海の京都観光圏
（京都府：福知山市・舞鶴市・綾部市・
宮津市・京丹後市・伊根町・与謝野町）

浜名湖観光圏 （静岡県：浜松市、湖西市）

豊の国千年ロマン観光圏
（大分県：別府市、中津市、豊後
高田市、杵築市、宇佐市、国東
市、日出町、姫島村）

水のカムイ観光圏～釧路湿原・阿寒・摩周～
（北海道：釧路市、弟子屈町）

２７年度認定（３地域）

トキめき佐渡・にいがた観光圏
（新潟県：新潟市、佐渡市）

香川せとうちアート観光圏
（香川県：高松市、丸亀市、坂出市、善通寺市、観音
寺市、さぬき市、東かがわ市、三豊市、土庄町、小豆
島町、三木町、直島町、宇多津町、綾川町、琴平町、
多度津町、まんのう町）

２５年度認定（６地域）

（平成２8年４月１日現在）

地域の実施主体が共同して、計画を作成
【実施内容（例）】
● ブランド戦略策定
● 宿泊魅力の向上（おもてなし向上研修等）

● 滞在コンテンツ充実（体験メニュー作成等）

● 移動利便性の向上（交通機関共通パス等）

● 情報発信の充実・強化

観光圏整備実施計画
（観光圏整備法に基づき

国土交通大臣認定）

○ 観光地域ブランド確立支援事業（補助事業）

○ 旅行業法の特例
○ 社会資本整備についての配慮
○ 農山漁村活性化法の特例

支 援 措 置

H29予算案 ：205百万円、0.82倍
H28当初予算：251百万円
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○平成２８年を「東北観光復興元年」とし、関係機関、地方公共団体や
民間団体と連携し、施策を総動員して観光復興に取り組む。
これにより、東北６県の外国人宿泊者数を、２０２０年に２０１５年の
３倍の１５０万人泊に押し上げる。

東北地方の観光復興 （概要）

主な措置

◎東北地方へのインバウンド推進による観光復興事業

訪日外国人が急増する中、東北地方では外国人の延べ宿泊者数はようやく震災前の水準を回復したところである。
訪日外国人急増の効果を東北地方へ波及させるため、風評被害を払拭し、東北地方の観光の潜在力を開花させ、
観光復興を実現する。

〇Ｈ２８年度に東北観光復興対策交付金を新たに設け、東北の地方公共団体の取組をさらに支援。
〇Ｈ２８年度に日本初となる全世界を対象としたディスティネーション・キャンペーンとし て東北への集中的なプロモーションを

開始。

○東北の各県を跨がって観光地をネットワーク化し、東北の自然、歴史文化や食などを探訪する旅を満喫できるようにする。
これにより、訪日外国人観光客の誘客を促進する。
（東北の「日本の奥の院・東北探訪ルート」を含む、全国で11の広域観光周遊ルート形成計画を認定済。）

◎広域観光周遊ルートの形成の促進

○福島県における観光関連復興支援事業
福島県が行う風評被害対策及び観光復興のための国内プロモーション及び教育旅行再生などの
取組に対して補助。

○３省庁連携による教育旅行再生の取組
観光庁、復興庁、文部科学省が連携して、全国の都道府県に対し、福島県への教育旅行の実施を
呼びかけ。（ 通知を発出） 教育旅行による被災地の視察（福島県いわき市）

◎福島県に関連する対策

11

◎東北地方へのインバウンド推進による観光復興事業
H29予算案：

東北観光復興対策交付金：3,265百万円、1.00倍
ＪＮＴＯ運営費交付金 ：1,000百万円、1.00倍

H28予算額：
東北観光復興対策交付金：3,265百万円（当初）

800百万円（補正）
ＪＮＴＯ運営費交付金 ：1,000百万円（当初）

◎福島県における観光関連復興支援事業
H29予算案： 300百万円、1.13倍
H28予算額： 266百万円



東北観光復興対策交付金（事業例）

目的：東北地方の風評被害を払拭し、東日本大震災の影響により大きく落ち込んだ訪日外国人旅行者を回復さ
せ、インバウンド急増の効果を波及させることにより、観光を通じて被災地の復興を加速化する。

概要：東北地方の地方公共団体が、観光復興対策実施計画に基づき実施するインバウンドを呼び込む取組に
要する経費について、交付金を交付する（交付率８／１０）。

①観光復興促進調査事業

②地域取組体制構築事業

③プロモーション強化事業

④受入環境整備事業

⑤滞在コンテンツ充実・強化事業

⑥国際会議等誘致・推進事業

インバウンド観光促進マーケティング事業

ふくしまＤＭＯ推進プロジェクト事業

秋田犬を活用したFIT誘客対策事業

みやぎFree Wi-Fi（仮称）整備事業

いわて冬季イベント充実・強化事業

MICE誘致促進に向けた情報発信事業

（青森県）

（福島県）

（秋田県）

（宮城県）

（岩手県）

（山形県）

・観光・交通情報アプリ
（あおもりナビ）を活用

・外国人観光客の旅行
行動を調査・分析

・ 「希望郷いわて
雪まつり」のコンテンツを
「食、雪、体験」を
テーマとして、
外国人観光客向けに充実

福島にしかない特別な
体験をコンセプトに、

・専門家による検討会議

・県内企業のCSR担当者を
対象とした勉強会

秋田犬を見学出来る施設
をつなぎ、

・海外のテレビで情報発信

・旅行会社との
タイアップキャンペーン

・共通SSIDを導入

・博物館や美術館

などの県有施設で
無料Wi-Fiを整備

・情報媒体を活用し、
主催者や取扱広告
代理店などへ
プロモーション

Free Wi-Fi

東北６県と仙台市が連携

青森市、北秋田市、山形市が連携

レンタカーを活用したドライブ周遊
観光促進事業

日本三大樹氷ブランド化誘客推進事業

（八甲田）

（森吉山）

（蔵王）

・台湾、オーストラリア
からのファムツアー

・樹氷フォーラムを
開催

・三大樹氷
パンフレットを作成

複数の地方公共団体が連携して、
広域的に事業を行うものを優先

・旅行会社と連携し、
ドライブ観光周遊
ルートを策定

・訪日外国人向けの
フリーマガジンを発行

・海外旅行博でのＰＲ
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これまでの観光地域づくりの課題

○地域の多様な関係者の巻き込みが不十分
○データの収集・分析が不十分であり、ターゲットやコンセプトが十分練られていない
〇効果的なブランディングやプロモーションといった、民間的な手法の導入が不十分

「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役である
「日本版ＤＭＯ」を全国各地で形成・育成していくことが急務

2020年までに世界水準DMOを全国で100組織を形成するため、「３本の矢」による地域支援を実施

「誰でも、簡単に、効率に」
マーケティング等に取り組む
ことを可能とする支援システ
ム・ツールの開発・提供

〇海外知見も取り入れた人材
育成プログラムの開発・提
供

〇専門的な知識を有する人材
の地域とのマッチングか
ら、実際の地域派遣まで一
気貫通で支援

地方創生推進交付金等により、
組織の立ち上げから自立的な運
営まで総合的に支援

③ 財政支援② 人材支援① 情報支援

日本版ＤＭＯ形成への支援
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日本版ＤＭＯ（Destination Management/Marketing Organization）

多様な関係者との連携

日本版ＤＭＯ
宿泊施設

交通事業者

商工業

飲食店

農林漁業

・個別施設の改善
･品質保証の導入

・農業体験プログラムの提供
・６次産業化による商品開発

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

･観光振興計画の策定
･プロモーション等の
観光振興事業

･インフラ整備（景観、
道路、空港、港湾等）
･文化財保護･活用
･観光教育
･交通政策
･各種支援措置

行政

日本版ＤＭＯの役割

観光地域づくりの一主体として実施する
個別事業

（例）･着地型旅行商品の造成･販売、
･ランドオペレーター業務の実施 等

地域住民

･観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

① 日本版ＤＭＯを中心として観光地
域づくりを行うことについての
多様な関係者の合意形成

② ･各種データ等の継続的な
収集･分析、
･明確なコンセプトに基づいた

戦略の策定、
･ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの
確立

③ 関係者が実施する観光関連事業と

戦略の整合性に関する調整･仕組み
作り、プロモーション

観光客の呼び込み

地域一体の魅力的な観光地域づくり
戦略に基づく一元的な情報発信・プロモーション

観光による地方創生

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

14
（参考）
日本版ＤＭＯ候補法人の登録制度の創設（平成27年11月18日）
→平成２９年１月２０日現在、全国で１２３法人が登録。



「広域連携ＤＭＯ」日本版DMO候補登録法人（４法人）

（平成２９年１月２０日現在）

広域連携DMO
（公社）北海道観光振興機構
(北海道)

広域連携DMO
（一財）大阪湾ベイエリア開発推進機構
(福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県)

広域連携DMO
（一社）山陰インバウンド機構
(鳥取県、島根県)

広域連携DMO
（一社）せとうち観光推進機構
(兵庫県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、
香川県、愛媛県)

広域連携ＤＭＯ

15



「地域連携ＤＭＯ」日本版DMO候補登録法人（うち単独都道府県単位のDMO１７法人）

（平成２９年１月２０日現在）

（公財）福島県観光物産交流協会

（一社）埼玉県物産観光協会

（公社）とやま観光推進機構

（公社）やまなし観光推進機構

（一社）長野県観光機構

（公社）静岡県観光協会

地域連携ＤＭＯ

（公社）びわこビジターズビューロー
（公財）みやざき観光コンベンション協会

（公社）ツーリズムおおいた

（一社）山口県観光連盟

（一財）奈良県ビジターズビューロー

（公財）大阪観光局

（公社）香川県観光協会

16

（一社）茨城県観光協会

（公社）山形県観光物産協会

（公財）群馬県観光物産国際協会

（株）くまもとＤＭＣ



（一社）ふらの観光協会

（一社）雪国観光圏

（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメント

「地域連携ＤＭＯ」日本版DMO候補登録法人（うち複数市町村によるDMO39法人）

（一社）釧路観光コンベンション協会

（平成２９年１月２０日現在）

（公財）さんりく基金

（一社）秋田犬ツーリズム

（株）DMCやまがた［設立予定］

（一社）秩父地域おもてなし観光公社

（一社）信州いいやま観光局

（一社）木曽御嶽観光局［設立予定］

（特非）ORGAN

（公財）静岡観光コンベンション協会

（仮称）浜松・浜名湖地域DMO［設立予定］

（一社）美しい伊豆創造センター［設立予定］

地域連携ＤＭＯ

大隅広域観光協会［設立予定］

（一社）豊の国千年ロマン観光圏［設立予定］

（一社）田川広域観光協会

（一社）そらの郷

鳥取・因幡観光ネットワーク協議会［設立予定］

（一社）鳥取中部観光推進機構

（一社）高野吉野路ツーリズムビューロー（仮称）［設立予定］

（一社）豊岡観光イノベーション

（一社）瀬戸内海島めぐり協会

（一社）（仮称）東大阪観光まちづくり推進機構［設立予定］

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社

（一社）近江ツーリズムボード）

（一社）知多半島観光事業協会
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（一社）幡多広域観光協議会

（一社）ノオト

（一社）森の京都振興社＜仮称＞［設立予定］

（一社）お茶の京都振興社＜仮称＞［設立予
定］

（一社）千歳観光連盟

＜仮称＞（一社）大雪カムイミンタラ地域連携ＤＭＯ［設立予定］

（株）南信州観光公社

（公財）佐世保観光コンベンション協会

（株）ＤＭＣ熊本観光物産流通促進［設立予定］

（一社）あまみ大島観光物産連盟［設立予定］

＜仮称＞（一社）宮城インバウンドＤＭＯ

（株）やさしいまち



（特非）阿寒観光協会まちづくり推進機構

（一財）ブナの里白神公社

トラベルデザイン（株）

（一社）寒河江市観光物産協会

（一社）福島市観光コンベンション協会

（特非）土湯温泉観光まちづくり協議会

（一財）会津若松観光ビューロー

（一社）みなかみ町観光協会

（一社）中之条町観光協会

（一社）安中市観光協会

（一社）下仁田町観光協会

（一社）墨田区観光協会

（一社）小田原市観光協会

（一社）糸魚川市観光協会［設立予定］

妙高観光推進協議会［設立予定］

（一社）こまつ観光物産ネットワーク

（一社）金沢市観光協会

（株）まちづくり小浜

（一社）北杜市観光協会

（一社）松本市アルプス山岳郷［設立予定］

（一社）小諸市観光局［設立予定］

（株）阿智昼神観光局

（特非）大垣観光協会

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会

（一社）下呂温泉観光協会

伊豆市産業振興協議会［設立予定］

（株）薩摩川内市観光物産協会

（一社）椎葉村観光協会

（一社）由布市まちづくり観光局

（一社）玉名観光協会

（一社）長崎国際観光コンベンション協会

（一社）ビジット奈義

（一社）飯南町観光協会

うきはの里（株）

（仮称）（一社）三次市観光まちづくり公社
［設立予定］

（一社）南丹市美山観光まちづくり協会
［設立予定］

「地域ＤＭＯ」日本版DMO候補登録法人（６３法人）

地域ＤＭＯ

（一社）丘のまちびえい活性化協会

十勝川温泉旅館共同組合

（同）鴨川市観光プラットフォーム

（株）Verde大台ツーリズムコミッション＜仮称＞
［設立予定］

（一社）DMO白浜＜仮称＞［設立予定］

（公社）萩市観光協会

（平成２９年１月２０日現在）
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（一社）草津温泉観光協会

(株)千曲市観光局［設立予定］

（公社）京都市観光協会

（特非）ＮＰＯ砂浜美術館

（一社）ＤＭＯやつしろ

伊勢まちづくり(株)

（一社）鳥羽市観光協会

（一社）志摩スポーツコミッション

（一社）摩周湖観光協会

（株）大田原ツーリズム

（一社）ＤＭＯ日光

（一社）宮古観光文化交流協会

（一社）いわき観光まちづくりビューロー

（一社）白馬村観光局

（一社）菰野町観光協会［設立予定］

＜仮称＞（一社）小山町観光推進協議会［設立予定］

斑鳩産業（株）

（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー

（一財）神戸国際観光コンベンション協会

（一社）和歌山市観光協会

（一社）高千穂町観光協会



取組事例

日本版ＤＭＯの取組事例①

データの分析・活用資金・ノウハウを有する民間企業との連携

豊岡DMO

＜取組内容＞

◆ 地域内での観光客の行動等、
各種データを収集・分析し、それ
に基づく効果的なプロモーション
等を実施

＜取組内容＞

◆ 地銀からの出資を中心とした (株)瀬戸内ブランドコーポレーションと
連携。エリア全体のブランド構築やプロモーション、観光関連事業者
に対する資金面の支援等を総合的に実施

せとうちDMO

瀬戸内らしさを体現する
商品を「瀬戸内ブランド」

として登録

独自メディア「瀬戸内Finder」
を活用し、瀬戸内の魅力を

国内外に発信

㈱瀬戸内ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
せとうちDMO

((一社)せとうち観光推進機構)
観光客

サービス・商品
開発支援

魅力的なサービス・商品の供給と
ビジネスの確立の支援

観光関連事業者

せとうち観光活性化ﾌｧﾝﾄﾞ

連携

投融資

サービス・商品
開発支援

プロモーションを通じた瀬戸内をテーマ
としたサービス・商品の需要創出と観光
分野のビジネスチャンスの拡大

事業者のサービス・商品開発や事業拡大
の支援（持続可能な経営基盤の構築）

プロモーション


ૺ

௴


௴

१
␗
অ
५

Wi-Fiの利用場所を基に
国籍・出身地域別に観光客の行動を分析

多言語ＷＥＢサイトによる
戦略的な情報発信
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取組事例

日本版ＤＭＯの取組事例②（滞在型農山漁村の確立・形成）

○圏域に民泊受入農家が170軒あり、年間
約30校、約4,000人泊の教育旅行を受け
入れ。

○外国人の農家民泊受け入れにも積極的に
取り組み、最近４年間で外国人延べ宿泊
者数は約５倍に増加。

（H24:2,363人泊→H27:11,735人泊）

〇地元住民によるガイドツアーや農家での料理
体験等の「体験交流型観光」を推進。

〇空き家をリノベーションし、宿泊施設（古民家
ステイ）や古民家レストランとして活用。

〇宿泊客数の増加
（H17:17,322人泊→H27:23,903人泊）
〇近年で約120人の移住者が定住

（小値賀町全人口の約５％）

にし阿波～剣山・吉野川観光圏
（徳島県三好市ほか）

長崎県小値賀町
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国
交付金（１/２）

都道府県
市町村

①先駆性のある取組

・官民協働、地域間連携、政策間連携、事業推進主体の形成、中

核的人材の確保・育成

例）ローカル・イノベーション、ローカル・ブランディング

（日本版DMO）、生涯活躍のまち、働き方改革、小さな拠点

等

②先駆的・優良事例の横展開

・地方創生の深化のすそ野を広げる取組

③既存事業の隘路を発見し、打開する取組

・既存事業の隘路を発見し、打開するための取組

○本格的な事業展開の段階を迎えた地方創生について、更なる

深化のため、地方創生推進交付金により支援

①地方版総合戦略に基づく、地方公共団体の自主的・主体的

で先導的な事業を支援

②KPIの設定とPDCAサイクルを組み込み、従来の「縦割り」事

業を超えた取組を支援

③地域再生法に基づく法律補助の交付金とし、安定的な制

度・運用を確保

※ 地方公共団体は、対象事業に係る地域再生計画（５ヶ

年度以内）を作成し、内閣総理大臣が認定

地方創生推進交付金 （内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部）

２9年度概算決定額 1,000億円（28年度予算額 1,000億円）

事業概要・目的 対象事業・具体例

資金の流れ

具体的な
「成果目標（KPI）」

の設定

「PDCAサイクル」
の確立

（１/２の地方負担については、地方財政措置を講じる）

① 交付上限額の引上げ（事業費ベース）

【都道府県】 先駆 6.0億円（28年度：4.0億円）

横展開・隘路打開 1.5億円（28年度：1.0億円）

【市区町村】 先駆 4.0億円（28年度：2.0億円）

横展開・隘路打開 1.0億円（28年度：0.5億円）

※ 地方の平均所得の向上等の観点から特に効果的な取組は、交

付上限額を超えて交付することが可能。

② ハード事業割合

・計画期間を通じたハード事業の割合は、原則として1/2未満。

・ただし、1/2以上になる事業であっても、地方の平均所得の向上

等の観点から地方創生への高い効果が認められる場合は申請可

能。

29年度からの運用弾力化

21



観光庁をはじめとする関係省庁においては、
観光地域づくりに対する多種多様な
支援メニューを用意しています。
観光地域づくりに取り組む方々へ
広く参考となるよう、
ご活用いただける支援メニューを
メニュー集としてとりまとめました。

本メニュー集では、下記６つのテーマの下で、
様々な支援メニューの掲載を行っています。

[1]地域の魅力を向上したい！
[2]地域の魅力を発信したい！
[3]地域の基盤を整備して魅力を向上したい！
[4]特例措置を利用して地域の魅力を向上したい！

（参考）観光地域づくりに対する支援メニュー集

観光庁ホームページに掲載！
（観光庁ホーム > 政策について > 観光地域づくり > 日本版ＤＭＯ > 参考資料） 22



「観光ビジョン推進地方ブロック戦略会議」について（案）

ブロック戦略会議

日本観光振興協会、交通事業者・団体、
旅行事業者・団体、宿泊事業者・団体 等

任意
関係省庁の地方支分部局
都道府県、政令市等関係する自治体

必須

構成員例

ＷＧ 報告 報告 報告

観光資源魅力向上ＷＧ

〇 各ＷＧ毎の課題及びその解決の進捗状況について、各ＷＧから報告を受ける。
〇 ＷＧからの報告も踏まえ、ビジョンの具体化の状況及び対策方針をとりまとめ、観光庁に報告。

〇 どのようなＷＧを設置するかについては、地域毎に決定。
（ただし、地域ブロック別連絡会の課題・分野別ＷＧとして既に設置されているものは原則、継続して設置。）
〇 ＷＧの構成員において、少なくとも年１回進捗状況をブロック戦略会議に報告

（ＷＧの内容イメージ）

地方運輸局、地方整備局、地方農政局、地方経済産業局、
地方総合通信局、地方環境事務所、教育委員会、旅行業
者、都道府県、政令市等関係する自治体、観光関係団体・
事業者、JNTO等

WG例 観光ビジョン地方ブロック戦略会議の設置に伴い、新たに設置

観光地域づくりＷＧ二次交通ＷＧ航空・港湾ＷＧ

地方運輸局、地方整備
局、地方航空局、都道府
県、政令市、空港管理者、
港湾管理者、航空事業
者、旅行事業者 等

地方運輸局、地方整備
局（一部）、地方航空
局、都道府県、政令市、
空港管理者、港湾管理
者、バス事業者、旅行
事業者

地方運輸局、地方整備局、
地方航空局、都道府県、
政令市、空港管理者、港湾
管理者、鉄道事業者、バス
事業者、旅行事業者、通信
事業者、物流事業者

既存の地方ブロック別連絡会に課題・分野別ＷＧとして既に設置されているWGは、原
則、継続して設置（構成員も原則、変更なし）

（国立公園のナショナルパーク化、文化財の観光資源化、
迎賓館等の公的施設の公開等を基本的に議論する場とする）
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